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李
栄
薫 

著 『
反
日
種
族
主
義 

日
韓
危
機
の
根
源
』（
文
藝
春
秋
）を
読
む

反
日
史
観
と
闘
う

韓
国
知
性
た
ち
の
挑
戦

久
保
田
る
り
子

（
産
経
新
聞
編
集
委
員
、

國
學
院
大
學
客
員
教
授
）

Book Review
二
〇
〇
八
年
夏
、
書
物
で
溢
れ
る
ソ
ウ
ル
大
研
究
室
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
え
、
立
ち
あ
が
っ
た
私
を
出
口
に
案
内
し
な
が
ら
、
李
栄

薫
教
授
は
こ
う
語
っ
て
い
た
。

「
こ
こ
が
韓
国
の
最
高
学
府
な
の
で
す
が
、
私
に
賛
同
す
る
人
は
い

な
い
。
そ
れ
が
、
韓
国
の
現
状
な
ん
で
す
」

李
氏
は
、
教
科
書
の
是
正
運
動
「
教
科
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
率
い

て
い
た
。
三
年
が
か
り
で
「
代
案
教
科
書　

韓
国
近
現
代
史
」
を
完

成
さ
せ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
韓
国
左
派
政
権
下
で
近
現
代
史
教
科
書

は
大
き
く
左
傾
化
し
、
南
北
統
一
を
美
化
し
、
南
侵
し
た
金
日
成
の

記
述
が
な
か
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
転
向
し
た
元
主
体
思
想
派
（
北

朝
鮮
を
信
奉
す
る
学
生
活
動
家
）
に
も
執
筆
を
依
頼
し
、
北
朝
鮮
の

現
実
を
伝
え
る
教
養
書
の
代
案
教
科
書
を
出
版
し
た
。
当
時
、
彼
ら

は
「
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
（
新
保
守
）」
と
名
乗
っ
て
い
た
。

韓
国
知
識
人
の
左
派
史
観
と
の
闘
い
は
続
い
た
。
そ
し
て

二
〇
一
九
年
七
月
、
衝
撃
の
書
『
反
日
種
族
主
義
』
が
世
に
出
た
。

こ
の
本
で
、
李
氏
は
韓
国
人
の
意
識
下
に
あ
る
情
緒
を
「
反
日
種
族

主
義
」
と
名
付
け
見
事
に
摘
出
し
た
。
そ
の
種
族
主
義
が
育
て
て
き

た
「
嘘
を
つ
く
国
民
、
嘘
を
つ
く
政
治
、
嘘
つ
き
の
学
問
」
の
姿
を

実
証
で
く
っ
き
り
と
描
き
出
し
、
韓
国
人
自
身
に
突
き
付
け
た
。

李
氏
の
視
座
は
か
ね
て
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
こ
の
国

が
知
性
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
、
亡
国
が
現
実
に
な
る
」
と
い
う
も

の
だ
。
李
栄
薫
氏
は
李
朝
末
期
の
社
会
経
済
史
が
専
門
分
野
で
「
日

本
統
治
の
法
と
制
度
が
韓
国
の
近
代
化
に
寄
与
し
た
」
と
す
る
植
民

地
近
代
化
論
者
の
一
人
だ
。
一
九
九
〇
年
代
に
土
地
調
査
事
業
検
証
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の
論
文
を
書
い
た
が
、
国
史
学
会
か
ら
「
親
日
派
」
と
否
定
さ
れ
批

判
さ
れ
て
き
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
積
み
重
ね
て
き
た
研
究
の

成
果
は
、
つ
ね
に
「
反
日
史
観
」
の
批
判
に
晒
さ
れ
た
。
反
日
種
族

主
義
と
闘
っ
て
き
た
の
は
李
栄
薫
氏
そ
の
人
自
身
な
の
で
あ
る
。

韓
国
で
『
反
日
種
族
主
義
』
と
い
う
本
の
出
現
は
社
会
的
事
件
と

な
っ
た
。
韓
国
で
は
「
反
日
」
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
学
者
に
と
っ

て
「
自
殺
行
為
」
だ
っ
た
。
大
学
を
追
わ
れ
学
界
か
ら
追
放
さ
れ
た

例
が
あ
ま
た
あ
る
。
原
始
的
で
粗
暴
な
情
念
を
連
想
さ
せ
る
「
反
日

種
族
主
義
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
多
く
の
韓
国
人
を
惹
き
つ
け
た
。

一
か
月
で
十
万
部
を
突
破
し
た
。
反
日
を
当
た
り
前
と
疑
わ
な
か
っ

た
人
々
の
中
に
、「
わ
れ
わ
れ
の
な
か
の
反
日
の
正
体
」
へ
の
驚
き

と
反
発
が
広
が
っ
た
。

四
か
月
後
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
日
本
語
版
『
反
日
種
族
主
義
』

は
四
十
一
万
部
と
い
う
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
日
本
人
が
こ

れ
ほ
ど
関
心
を
示
し
た
の
は
、
①
韓
国
発
の
見
識
あ
る
歴
史
観
②
歴

史
歪
曲
の
驚
く
べ
き
実
態
③
執
筆
陣
の
歴
史
に
対
す
る
真
摯
な
態
度

④
死
生
観
や
シ
ャ
ー
マ
ニ
ム
ズ
な
ど
興
味
深
い
分
析
―
―
な
ど
に
よ

る
。「
反
日
種
族
主
義
」
は
日
韓
の
間
に
相
互
理
解
の
テ
ー
ブ
ル
を

置
い
た
。

こ
の
本
は
、
日
本
人
に
韓
国
人
の
反
日
の
根
深
さ
を
思
い
知
ら
せ

る
。
韓
国
人
の
自
然
観
と
し
て
の
「
国
土
身
体
論
」、
土
地
に
は
気

脈
が
流
れ
て
い
る
と
い
う
土
地
気
脈
論
か
ら
、
詩
人
、
高
銀
が
竹
島

を
「
胆
の
う
独
島
」
と
謳
っ
て
、「
独
島
の
岩
を
砕
け
ば
韓
国
人
の

血
が
流
れ
る
」
と
副
題
を
つ
け
た
と
の
逸
話
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
精
神
世
界
と
民
族
意
識
の
融
合
と
い
う
情
念
を
改
め
て
想
起
さ
せ

る
。（
独
島
、反
日
種
族
主
義
の
最
高
象
徴
、反
日
種
族
主
義
の
神
学
）

朝
鮮
民
族
に
と
っ
て
「
民
族
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の

「
民
族
」
と
い
う
言
葉
を
、
韓
国
の
左
派
や
従
北
勢
力
が
ど
の
よ
う

に
政
治
利
用
し
て
き
た
の
か
も
、
盧
武
鉉
政
権
下
に
行
わ
れ
た
「
反

民
族
行
為
者
」
の
「
親
日
派
」
へ
の
す
り
替
え
政
策
で
理
解
が
深
ま

る
。
民
族
と
は
「
わ
れ
わ
れ
」
↓
そ
の
反
語
と
し
て
の
反
民
族
↓
反

民
族
は
「
親
日
」
そ
れ
は
「
売
国
」
↓
だ
か
ら
「
愛
国
」
と
は
「
反

日
」
と
し
て
政
治
化
し
た
の
だ
っ
た
。（
親
日
清
算
と
い
う
詐
欺
劇
）

そ
し
て
「
第
三
部
、
種
族
主
義
の
牙
城
、
慰
安
婦
」
は
こ
の
本
の

核
心
で
あ
る
。
建
国
後
の
朝
鮮
戦
争
の
韓
国
軍
慰
安
婦
や
米
軍
慰
安

婦
の
学
術
的
研
究
や
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
公
娼
制
と
性
支
配
の
歴
史

考
察
を
踏
ま
え
て
、
戦
時
下
の
日
本
軍
慰
安
婦
に
つ
い
て
実
証
的
に

分
析
し
た
。
そ
の
う
え
で
日
韓
関
係
を
破
綻
さ
せ
た
韓
国
慰
安
婦
支

援
団
体
の
活
動
を
批
判
し
、「
貧
し
い
家
の
女
性
を
だ
ま
し
て
慰
安
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婦
に
し
た
の
も
、
社
会
的
蔑
視
で
息
を
殺
さ
せ
た
の
も
わ
れ
わ
れ
韓

国
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
人
々
に
問
う
た
。
事
実
の
重
み
が
こ

こ
に
あ
る
。

だ
が
、
韓
国
の
反
日
の
岩
盤
は
固
く
厚
い
。
反
日
種
族
主
義
と
は

過
去
の
話
で
は
な
く
、
現
在
の
韓
国
対
日
政
策
の
底
流
に
息
づ
く
病

巣
だ
。
わ
た
し
た
ち
は
い
ま
、
種
族
主
義
が
育
て
て
き
た
反
日
韓
国

の
最
前
線
を
目
前
に
見
て
い
る
。
こ
の
一
年
、
韓
国
で
は
反
論
本
が

出
版
さ
れ
、
左
派
系
研
究
機
関
の
攻
撃
的
な
集
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
開
か
れ
た
。
慰
安
婦
問
題
な
ど
で
韓
国
政
府
の
立
場
を
代
弁
し
て

き
た
既
存
メ
デ
ィ
ア
は
、
自
己
検
証
を
せ
ず
警
告
の
書
で
あ
る
「
反

日
種
族
主
義
」
を
認
知
し
よ
う
と
し
な
い
。
韓
国
の
保
守
政
治
勢
力

も
同
様
だ
。
李
氏
ら
は
歴
史
学
会
に
公
開
討
論
を
求
め
た
が
学
会
は

応
じ
て
い
な
い
。

二
〇
二
〇
年
五
月
、
李
氏
ら
は
第
二
弾
の
本
『
反
日
種
族
主
義
と

の
闘
争
』
を
出
版
し
た
。「
闘
争
」
の
名
の
通
り
、「
反
日
種
族
主
義
」

を
批
判
し
た
学
者
た
ち
の
名
前
を
挙
げ
、主
張
を
明
示
し
た
う
え
で
、

よ
り
深
く
鋭
く
彼
ら
の
種
族
主
義
を
批
判
し
た
。
執
筆
グ
ル
ー
プ
に

ひ
る
ん
で
い
る
暇
は
な
い
。
反
日
種
族
主
義
は
い
ま
、
権
力
の
中
に

息
づ
い
て
い
る
。
韓
国
の
知
性
が
こ
れ
に
挑
み
か
か
っ
た
。
そ
の
熱

い
想
い
に
、
読
者
は
圧
倒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。


